
～

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

３事務事業の目的（何のためにするのですか）

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

子育て支援センター
委託先（もみじ保育園）
週５日以上開設
①育児相談②親子体操③子
育て講演④親子あそびサ
ポート
⑤園開放
公立
東出水保育園
①子育て広場（えくぼ）
②子育てサロン

子育て支援センター
委託先（もみじ保育園）
週５日以上開設
①育児相談②親子体操③子
育て講演④親子あそびサ
ポート
⑤園開放
公立
東出水保育園
①子育て広場（えくぼ）
②子育てサロン

４　事務事業の対象・手段・意図

子育て支援センター
委託先（もみじ保育園）
週5日以上開設
①育児相談77回②親子体操
28回③子育て講演会2回④親
子あそびサポート218回⑤園
開放179回
東出水保育園
①子育て広場（えくぼ）
1756　　人
②子育てサロン（ふれあい
タイム）2850人

H25年度の事業計画
H23年度の

事業概要・計画

事務事業名

国・次世代育成支援交付金の補助対象

子育て支援・児童福祉の充実

保育所運営事業（特別保育対策事業） 平成

根拠法令・条例、関連計画等

施　　策

18 年度事業期間 平成
思いやりと温かさがはぐくむ健康・福祉のまちづくり

6
目会計 款

年度

保育内容の充実、組織の再編及び施設設備の整備推進

1

平成２３年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート

こども課 192内線

実施計画
１　基本事項

麻生部等名 市民福祉部 記入者名課等名

地域の子育て支援情報の収集・提供に努め、子育て全般に関する専門的支援の拠点として機能するとともに、既存
のネットワークや子育て支援活動を行う団体等と連携しながら、地域に出向いた地域支援活動を展開する。

総合計画上の
位置付け

H22年度の事業概要

基本方針

細 施 策

少子化や核家族化の進行、地域社会の変化など、子どもや子育てをめぐる環境が大きく変化する子育ての中で、家
庭や地域における子育て機能の低下や子育て中の親の孤独感や不安感の増大等といった問題が生じている。このた
め、地域において子育て親子の交流等を促進する子育て支援拠点の設置を推進することにより、地域の子育て支援
機能の充実を図り、子育ての不安感を緩和し、子どもの健やかな育ちを促進することを目的とする。

細目
特別保育対策事業推進費（地域子育て支援拠点事業） 2

①子育て親子の交流の場の提供
②子育て等に関する相談・援助
③地域の子育て関連情報の提供
④子育て及び子育て支援に関する講習等

実施をする保育園に委託

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

　予算細々目名
3
項

子育て支援センター
委託先（もみじ保育園）
週５日以上開設
①育児相談②親子体操③子
育て若涼会④親子あそびサ
ポート
⑤園開放
公立
東出水保育園
①子育て広場（えくぼ）
②子育てサロン

H24年度の事業計画

3

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）



034

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

1

目標

成
果
指
標

①

二次評価と同様に継続とする。

園

　廃止・休止した場合の影響はありますか

な　い

２　評　　　価

有
効
性

■ 理由

該当なし
□ あ　る

②

　成果指標を向上させる余地はないですか

最終目標

そ
の
他

　他の市町村では、実施している事業ですか

阿久根市・霧島市・薩摩川内市・市来串木野市・枕崎市で実施している。

国の基準額によりセンター型（５日型）に決定されるので削減の余地はない。

効
率
性

■ な　い

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか

■ な　い

理由

□ あ　る

理由

子育てについての相談、親子のふれあい、情報提供等を通して親子のいい関係を築く場がなくな
る。□ な　い

あ　る■

理由

□ は　い 理由

市内でもみじ保育園・東出水保育園のみの事業であり地域性があるので、統合するものはない。
□ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

子育てに関する情報提供を行うなどの専門的な支援を推進するため、継
続とする。

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）

　方向性の理由、改善案等

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

地域の子育て支援機能の充実を図り、子育ての不安感を緩和し、子ども
の健やかな成長を促進するため継続とする。

□ 

実施園(私立）

　今後の方向性（総合評価）

①

② 実施園（公立）

園

事業は無料で参加できるが、事業推進のためにも負担金を徴収すべきでない。
（交付金により運営されるので、負担金を徴収するものではない。）いいえ

指 標 名 単位

事務事業評価（事後評価）

実績 年度
区分

１　指標の推移

活
動
指
標

24年度

1

1

22年度

1

目標 目標値
23年度

1

25年度
目標

1

11


